
小事業：有機無限大（∞）チャレンジ支援事業（補助事業の概要）

有機農業のスタート支援
【事業内容】
有機栽培への取組１年目の農業者に対して必要な資材・機械の導入費用を補助する。

・有機栽培で使用できる種苗の購入費
・有機JAS適合肥料・農薬の購入費
・緩衝地帯の整備
・資材証明書の入手に係る費用
【事業実施主体】
有機農業に初めて取り組む農業者または法人

【補助率】
定額 ただし、機械の導入は1/2（上限1,000千円）

有機×〇〇にチャレンジする担い手支援
【事業内容】
有機農業を軸とした多様な取組「有機×〇〇」にチャレンジするために必要な経費を補助する。

【事業実施主体】
有機JAS認証を取得または取得意向のある農業者または法人（有機農業を３年以上継続していること）

【補助率】
定額 ただし、機械の導入は4/10（上限3,000千円）

令 和 ８ 年 度 事 業
環 境 保 全 農 業 課

有機×加工
有機農産物を使用した加工品
（水煮、カット野菜、ジャム、
日本酒etc）の開発や認証取得に
係る経費を支援。

有機×食育
有機農業体験や講義、参加児童
への試食等にチャレンジする際
の経費を支援。

生鮮品だと日持ちが悪くて、売れ
残りは廃棄せざるを得ないので、1
次加工して水煮作りにチャレンジ
したい。

日持ちも良いし、規格外品も利用
できるようになった。また、新た
な販路開拓にもつながった。

小学校の児童に有機農業の作業体
験を通して、環境にやさしい農業
の大切さを知ってもらいたい。

有機農業の大切さが、子供から保
護者にまで伝わって、有機農産物
の消費拡大につながった。

有機×不耕起栽培
不耕起栽培に必要なカバーク
ロップの種子や先進地の視察、
土壌中の微生物量の分析等に係
る経費を支援。

耕すことで土壌中の微生物が死ん
でしまう。炭素貯留効果が期待出
来て温暖化抑制にもつながる不耕
起栽培にチャレンジしたい。

土壌の通気性や保水性が向上し、
収量や品質が向上した。作業の効
率化にもつながって規模拡大が実
現した。

例）

生産

生産

堆肥のストックヤードの整備や
堆肥の成分分析、適合資材とし
ての登録に係る費用を支援。

施設利用者による有機農業の体
験や有機農産物を活用した加工
品の開発、販売PRに係る費用を
支援。

地域の資源を活用した堆肥を使って、
資源循環の取組をしたいが、有機
JAS規格に適合した堆肥を手に入れ
るのは難しいため自作したい。

有機JAS規格に適合した堆肥を活
用し、資源循環の取組を実現。品
質向上や安定生産につながり、経
営も安定した。

福祉施設と連携して、有機農産物
を使用した加工品の製造や販売イ
ベントを開催して、有機農産物の
魅力や農福連携の取組をPRしたい。

地域社会への貢献だけでなく、労
働力の確保につながった。また、
加工品開発により、販路の確保に
もつながった。

有機×有機JAS資材 有機×福祉

研修カリキュラム策定に向けた専
門家からのアドバイス提供や研修
資料の作成、研修ほ場の借り上げ
や土壌改良に必要な費用を支援。

一緒に有機農業に取り組む仲間を増
やし、販路を拡大するため、研修生
を受け入れて自分の栽培方法や考え
方を教えたい。

化学的かつ実践的な研修ができて、
研修生の有機栽培技術の理解が進
み、次年度からはロットをまとめ
て、共同出荷することになった。

有機×菌活

バイオスティミュラント資材の
導入費用や効果確認のための栄
養成分分析等に係る費用を支援。

有機JAS規格に適合したバイオス
ティミュラント（環境ストレス等を
緩和する資材）を活用することで、
品質の向上や収量アップ、面積拡大
にチャレンジしたい。

話題のバイオスティミュラントが
自分のほ場や栽培品目でどれくら
い効果があるか知ることができ、
今後の農業経営の一助となった。

有機×学びの場

多様なチャレンジを支援！

かけ合わせる取組、そして
それが生み出す可能性は・・・

“無限大”

県内に「挑戦が生まれる土壌」を形成


